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ロス・プリベンション・サーキュラー No. 13-11 
 
 

輸送中貨物の薫蒸が船員に及ぼす危険 
 
 
背景 
薫蒸剤は、特定の環境下で気体状態となり、十分な

濃度に達すると害虫を殺傷せしめる化学薬品です。

薫蒸剤は通常、穀物や穀物製品等のばら積貨物の殺

虫を目的として使用されますが、袋詰めのココア、

木材ならびにコンテナに搭載する植物や食品にも使

用されます。以前は、船舶が港に停泊中に船員が下

船して薫蒸作業を行っていましたが、今日では、航

海中に行うのが最も一般的です。航海中の薫蒸は荷

主にとっては非常に便利ですが、たとえ低濃度であ

ってもガスが人体にとって致命的になりうるため、

船員の体に危険を及ぼすリスクがあるのです。 
 
長年にわたって Gard は、船員が危険な濃度の薫蒸ガスに晒された数多くの事例を目の当

たりにしてきました。中には死者を出し、また全船員が危険に晒されたという事例もあり

ます。したがって、本サーキュラーは、航海中に行う貨物倉の薫蒸に伴うリスクと、船員

の安全に責任を負うことについて、組合員やクライアントの皆様に対し注意を喚起するこ

とを目的としています。 
 
薫蒸全般について 
リン化水素（PH3）は、通常「ホスフィン」と呼ばれており、現在はばら積みされた乾燥

植物の害虫駆除に使用される最も一般的な薫蒸剤です。ホスフィンは、リン化マグネシウ

ムまたはリン化アルミニウムのいずれかの固形剤として製造され、たいていはタブレット

型をしているため、比較的容易に取り扱うことができます。これらのタブレット剤は、

様々な経路で貨物内または貨物の上部に広がります。そして、水に接触するか水分を含む

大気に触れると反応し、気体を放出します。放出されたホスフィンは空気より重いため、

例えば穀物のばら積み貨物内の殺虫に有効です。タブレット剤からホスフィンが放出され

る環境としては熱帯・亜熱帯性気候が最も適しており、その場合 4～5日もあれば十分に

放出が完了します。それよりも寒い気候や大気が非常に乾燥した環境であれば、それ以上

の時間が必要で、1 か月以上かかるという場合もあります。 
 
薫蒸の実施は、専門の薫蒸業者が行わなければなりません。薫蒸業者は、訓練を受けた船

長の代理人と共にまず船舶の点検を行い、本船が薫蒸に適しているかを判断します。本船

の居住区、機関室、その他の作業区画へ薫蒸ガスが拡散してしまわないように、貨物倉を

気密状態に保たなければなりません。非常に小さな腐食穴でさえ、薫蒸ガスの漏洩の原因

となり、船員のいるスペースへのガスの拡散につながるのです。したがって、貨物倉と居

住区の仕切りを全て検査し、区分けされた作業スペースを徹底的に検査する必要がありま

す。換気装置、電気ケーブル用導水管、ゴムシール、その他の甲板と隔壁への浸透には特

に注意が必要です。機関室の換気システムは、危険なガス濃度にまで達しないように十分

な換気を行いますが、居住区の場合、特に浴室や化粧室からの排気ファンが使用されてい

る時にはわずかな圧力を受けるため、そこにいる船員はさらなる危険に晒されるおそれが

あります。 
 
航海中に行う薫蒸は、船長の単独の裁量のもとで、厳格な手順に従って実施しなければな

りません。IMO は、薫蒸の実施方法に関する勧告「船上における殺虫剤の安全使用に関
する勧告（Recommendations on the Safe Use of Pesticides in Ships）」を発行しています。

我々は、全般的な勧告については MSC.1 Circ.1358を、貨物倉と貨物輸送ユニットの薫蒸

に関する安全性勧告については、それぞれ MSC.1 Circ.1264と MSC.1 Circ.1361を参照し

ています。薫蒸業者、船舶管理会社、船長および船員は、薫蒸の実施手順を作成するにあ

たって IMO の勧告を熟知していなければならず、また手順はその勧告に準拠したもので

なければなりません。 
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安全装置および安全確認 
本船には、適切な呼吸用保護具とガス検知器を装備する必要がありますが、それらの器具

に欠陥がないか気を配ることも重要です。通常呼吸用保護具とは、フィルター付きのガス

マスクを指しますが、ガスがマスク内部へ侵入するおそれがあるため、フィルターは正規

品を使用し、定期的に交換する必要があります。ホスフィンガスの危険性を理解している

船は、ガスを含むスペースに立ち入る必要がある場合、酸素ボンベの付いた呼吸用保護具

を選ぶ傾向にあります。なぜなら、給気口の超過圧力によってマスク内部へのガスの侵入

を防ぐことができるからです。とはいえ、極度の緊急事態を除き、薫蒸中のスペース内に

立ち入ってはならないことを強調することが重要です。 
 
船上で利用可能なガス検知器について、船員はその使用方法を熟知していることが重要で

す。航海中は定期的かつ最低 8 時間ごと（IMOの定める要件）に、適切な全ての場所

（居住区、機関室およびその他の作業区画）においてガス濃度の安全確認を行い、その測

定値を記録簿に記録しなければなりません。居住区にアラーム機能付きガス検知器を常設

すれば、船員たちが晒されるリスクを軽減できますが、これはまだ普及しているとは言え

ません。船内の関連エリアでは警告サインが目立つように掲示するようにすべきです。 
 
船員への潜在的な影響 
前述の IMO 文書には、ホスフィンガスを吸入した場合の症状として、「吐き気、嘔吐、

頭痛、虚弱、失神、胸の痛み、咳、胸部圧迫感や呼吸困難」が挙げられています。薫蒸中

の貨物船の内部で具合が悪くなった人がいた場合、有害な薫蒸ガスによる中毒を疑うこと

が重要です。船酔いか食あたりと考えられ、休眠をとるよう指示を受けた船員が二度と目

を覚まさなかったという事例もあります。居住区へのガス漏れが発生した場合、最も居て

はならない場所は船室です。ホスフィン中毒に対する解毒剤はありません。治療では、呼

吸器系および心血管系機能を補助することが必要であり、船上での非常時には、患者に新

鮮な空気を吸わせることが大切です。 
 
まとめと勧告 
殺虫目的の貨物薫蒸に使用されるガスは、通常、人体にとって有害で死に至る危険さえあ

るのです。今日、航海中の薫蒸は最も一般的な慣行となっているため、組合員とクライア

ント各位におかれては、船員が有害ガスに晒されることのないよう、薫蒸作業に伴うリス

クを認識し、慎重に作業計画を立てるようにしてください。 
 

• 薫蒸の実施は、専門の薫蒸者に限られています。薫蒸作業の具体的な手順を策定

し、船長の承認を受けなければなりません。IMO の「船上における殺虫剤の安
全使用に関する勧告（Recommendations on the Safe Use of Pesticides in Ships）」を

遵守しなければならず、これには、船上の安全確保に対する責任を薫蒸者から船

長に引き渡す際には、正式な書面でもって行うことも定められています。 
• 薫蒸を行う前に船の検査を行い、薫蒸に適しているかを確認しておくべきです。

貨物倉と居住区、機関室およびその他の作業区画の仕切りを全て検査し、薫蒸ガ

スの漏洩や、船員のいるスペースにガスが入り込むような隙間がないことをしっ

かりと確認する必要があります。 
• 適切な呼吸用保護具とガス検知器を船上で利用できるようにし、船員はそのよう

な特殊な器具の使用方法について十分に訓練を受けておく必要があります。警告

サインを船内の関連エリアに掲示し、航海中、ガス濃度の安全確認を定期的に行

うようにすべきです。 
• 薫蒸作業中、船員の中に具合が悪くなった者がいた場合、有害な薫蒸ガスによる

中毒の可能性を決して排除してはなりません。 
 

船上での薫蒸に伴うリスクについての詳細は、Gard News 204 号 および 173号をご覧くだ

さい。コンテナ内の有毒ガスの問題に関する参考文献として、貨物内の有毒ガスと煙に関

するハンドブック「驚かないでください（Don’t get caught by surprise）」（Donald 
Suidman編集、Feico Houweling、Jacques Bonewit）（www.tgav.info.に掲載）を推薦します。 
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